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況
を
確
認
し
、
心
身
の
健
康
状

態
に
留
意
し
つ
つ
超
過
勤
務
軽

減
に
努
め
て
い
る
。
平
成
28
年

６
月
、
文
科
省
か
ら
通
知
が
あ

り
、
業
務
の
ス
リ
ム
化
、
部
活

動
の
負
担
軽
減
、
働
き
方
の
改

善
、
支
援
体
制
の
強
化
が
示
さ

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
県
・
市

協
力
の
も
と
、
教
職
員
の
超
過

勤
務
軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み

に
努
め
て
い
る
。

現
状
で
は
、
先
生
方
が
仕

事
と
家
庭
生
活
を
う
ま
く
両
立

す
る
の
は
難
し
い
と
思
う
。
改

善
策
と
し
て
、
子
ど
も
を
養
育

す
る
た
め
に
１
日
の
勤
務
時
間

の
一
部
を
休
む
こ
と
が
で
き
る

部
分
休
業
も
認
め
て
い
る
が
、
昨

年
度
、
こ
の
制
度
を
使
わ
れ
た

教
職
員
数
と
そ
の
平
均
時
間
は
。

昨
年
度
は
３
名
、
本
年
度

は
４
名
取
得
し
て
い
る
。
時
間

は
把
握
し
て
い
な
い
。

部
分
休
業
と
い
っ
て
も
、
わ

ず
か
な
時
間
し
か
取
れ
て
い
な

い
と
聞
く
。
勤
務
実
態
の
把
握

は
最
優
先
で
あ
る
。
勤
務
実
態

把
握
へ
の
考
え
は
。

常
態
的
な
勤
務
超
過
の
実

態
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
県
教

委
の
指
導
や
市
の
事
業
の
運
用

を
進
め
て
い
る
。
例
と
し
て
、
部

活
動
顧
問
に
協
力
し
て
技
術
指

導
や
助
言
を
行
う
部
活
動
指
導

者
の
派
遣
事
業
や
、
中
学
校
の

部
活
動
に
お
け
る
休
養
日
の
設

定
、
あ
ら
か
じ
め
管
理
職
が
学

校
を
施
錠
す
る
時
間
（
ク
ロ
ッ

ク
ア
ウ
ト
時
刻
）
の
設
定
が
あ

る
。
ま
た
、
校
長
会
、
教
頭
会

を
通
じ
、
教
職
員
の
労
働
時
間

の
管
理
や
健
康
管
理
に
つ
い
て

改
善
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
も
超
過
勤
務
軽
減
を
図
れ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ク
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
制
度
は
、

残
る
た
め
に
１
人
だ
け
の
名
前

を
記
入
し
た
場
合
、
他
の
先
生

が
何
人
残
っ
て
い
る
か
把
握
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
は
。

記
入
は
、
ク
ロ
ッ
ク
ア
ウ

ト
時
間
を
決
め
た
全
て
の
先
生

に
し
て
も
ら
う
。
理
由
も
管
理

職
が
聞
き
、
内
容
把
握
し
た
上

で
の
許
可
と
な
る
。

先
生
の
や
る
気
や
善
意
に

行
政
が
あ
ぐ
ら
を
か
く
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
本
市
で

は
、
子
ど
も
た
ち
、
教
職
員
や

保
護
者
も
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー

ト
し
、
他
の
自
治
体
の
参
考
と

な
る
よ
う
な
制
度
を
つ
く
る
べ

き
だ
と
思
う
。
早
急
に
対
策
し

て
も
ら
い
た
い
が
。

事
務
調
査
な
ど
国
や
県
や

市
に
報
告
す
る
部
分
の
合
理
化

の
検
討
を
し
た
い
。
ま
た
、
先

生
方
の
悩
み
や
法
律
的
な
こ
と

で
、
市
で
雇
用
の
法
務
専
門
官

へ
の
相
談
も
増
え
て
い
る
。
こ

う
い
う
面
か
ら
も
先
生
方
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
た
い
。
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認

知

症

対

策

認
知
症
は
一
般
に
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
が
、
医
学
が
進
歩

す
る
な
か
で
、
現
状
の
認
知
症

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
そ
れ

に
対
す
る
医
療
、
介
護
は
。

認
知
症
と
は
脳
の
神
経
細

胞
が
通
常
の
老
化
よ
り
早
く
消

失
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

障
が
い
が
起
こ
り
、
日
常
生
活

に
支
障
を
来
す
脳
の
病
気
で
、

完
全
に
治
す
方
法
は
な
い
が
、
認

知
症
の
周
辺
症
状
（
せ
ん
妄
や

徘
徊
な
ど
）
に
効
果
の
あ
る
薬

が
多
く
開
発
さ
れ
、
症
状
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
落
ち
つ
い
た

生
活
を
送
る
人
も
増
え
て
い
る
。

２
０
２
５
年
に
高
齢
者
の

５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る

と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

の
認
知
症
患
者
数
と
今
後
の
予

測
は
。本

市
の
介
護
認
定
申
請
者

の
う
ち
、
認
知
症
高
齢
者
の
日

常
生
活
自
立
度
Ⅱ
（
日
常
生
活

に
支
障
を
来
す
よ
う
な
困
難
さ

が
多
少
見
ら
れ
る
が
、
誰
か
が

注
意
を
し
て
い
れ
ば
自
立
で
き

る
程
度
）
以
上
の
方
は
平
成
27

年
度
２
，
５
３
１
人
だ
が
、
国

の
認
知
症
高
齢
者
割
合
は
37
年

度
に
65
歳
以
上
人
口
の
12
．
８

％
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
10
年

後
に
本
市
は
約
４
，
６
０
０
人

と
推
計
さ
れ
る
。

認
知
症
は
様
々
な
症
状
・

病
気
が
あ
り
、
我
々
市
民
が
認

知
症
に
つ
い
て
よ
く
理
解
し
て

早
期
発
見
さ
れ
れ
ば
治
療
に
つ

な
が
る
が
、
そ
の
た
め
の
本
市

の
施
策
は
。

認
知
症
高
齢
者
や
そ
の
家

族
を
地
域
で
支
援
す
る
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
や
小
学
生
の
キ
ッ

ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
、
自

分
で
認
知
症
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で

き
る
認
知
症
便
利
帳
「
認
知
症

ケ
ア
パ
ス
」
の
広
報
28
年
９
月

号
で
の
配
布
な
ど
を
行
な
っ
た
。

ま
た
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
が
医
療
や
介
護
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
認
知
症
高
齢
者

に
初
期
の
段
階
で
対
応
し
、
在

宅
で
生
活
で
き
る
よ
う
適
切
な

医
療
と
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
て
い
る
。

認
知
症
と
分
か
れ
ば
医
療

や
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
へ
の
相
談
件
数
を
増

や
し
、
医
師
が
直
接
相
談
者
の

家
庭
に
行
く
体
制
を
早
く
つ
く

っ
て
も
ら
い
た
い
が
、
１
年
間

の
実
績
と
課
題
は
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
は
保
健
師
、
看
護
師
、
医

師
等
が
連
携
し
、
早
期
の
医
療

や
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
げ
て
い
る
。

相
談
件
数
は
19
件
、
相
談
経
路

は
ケ
ア
マ
ネ
、
民
生
委
員
、
包

括
職
員
等
で
あ
る
。
性
別
は
男

性
７
名
、
女
性
12
名
、
世
帯
構

成
は
独
居
９
名
、
高
齢
者
世
帯

５
名
、
家
族
と
同
居
５
名
で
あ

っ
た
。
今
後
の
認
知
症
高
齢
者

の
増
加
や
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
医
師
や

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
の
研
修
、
か

か
り
つ
け
医
の
認
知
症
対
応
力

向
上
研
修
等
を
行
っ
て
い
く
。

待
機
児
童
解
消
と

新

し

い

課

題

本
市
の
待
機
児
童
数
は
。
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